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千葉県中小企業団体事務局責任者協会機関紙

 事務局からのお知らせ

　事務局責任者協会だよりの第５号を刊行できましたことを、関係各位に心より感謝申
し上げます。
　さて、去る１２月４日（金）、視察研修として千葉県コンクリート製品協同組合様のご
協力の下、市原市の平野コンクリート工業㈱及び市原エコセメント㈱を訪問し、都市ご
み焼却灰をセメントにリサイクルするエコセメント施設を見学いたしました。
　社会に貢献しながら業界の生き残りをかけて製品化に取組まれてきたエコセメント製
造工程を見学し、また環境対策遂行に全力で取り組んでおられる企業理念に触れ、参加
者にとっては環境対策に取り組むことの意義を自らに問いつつ、新たな取り組みを発想
するためのきっかけとなる研修になったかと存じます。
　今後も組合運営におけるニーズを元に、異業種会員の利点を生かした事業を行ってい
く所存ですので、皆様のご協力の程宜しくお願い致します。以下、来年度の予定をご報
告いたします。
〈来年度の予定〉
行　事　名 内　　　容（案） 日　程

役員会 平成21年度決算報告等、平成22年度事業計画（案）
及び任期満了に伴う役員改選について

平成22年
1月18日（月）

第３回通常総会 平成21年度決算報告等、平成22年度事業計画（案）
及び任期満了に伴う役員改選について

平成22年
2月8日（月）
オークラ千葉ホテル

団地の外観

  

船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合

事
務
局
長　

金
子　

英
昌

視察研修
平野コンクリート工業（株）

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
１
丁
目
12
番
７
号

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
３
─
２
２
２
─
６
５
９
０

　
　

設　

立　

昭
和
33
年
２
月

　
　

理
事
長　

平
野
勝
之

　
　

組
合
員　

３
２
５
軒

　
　

出
資
金　

５
１
１
万
円

　
　

事　

業　

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
中
金
等
の
融
資
斡
旋
事
業

　
　
　
　
　
　

国
及
び
県
の
情
報
伝
達
、
各
種
共
済
事
業

　

当
組
合
は
、
千
葉
県
旅
館
ホ
テ
ル
の
地
位
向
上
、
宿
泊
客
増
加
の
た
め
の
観
光
資
源
の
発

掘
及
び
そ
の
Ｐ
Ｒ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
９
月
25
日
か
ら
の
国
体
に
間
に
合
う
よ
う
、
観
光
資
源
は
県
観
光
課
及
び
県
観

光
協
会
と
共
に
実
効
性
の
あ
る
資
源
を
掘
り
出
し
て
旅
館
ホ
テ
ル
の
従
業
員
ま
で
そ
れ
を
共

有
し
、
顧
客
が
千
葉
県
に
来
て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、今
年
度
は
５
つ
の
専
門
員
会
を
設
置
、運
営
し
て
い
ま
す
。総
務・財
務
委
員
会
、

金
融
・
税
制
・
経
営
委
員
会
、
組
織
委
員
会
、
事
業
企
画
委
員
会
、
観
光
・
Ｐ
Ｒ
・
販
売
委

員
会
で
す
が
、
各
副
理
事
長
を
長
と
し
て
専
門
的
に
企
画
、
立
案
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、千
葉
県
を
５
つ
の
エ
リ
ア
（
南
房
、外
房
、北
総
、内
房
、東
葛
ベ
イ
）
に
区
分
し
、

地
区
の
問
題
点
、
特
性
、
観
光
資
源
の
発
掘
、
関
連
団
体
と
の
連
携
を
協
議
し
、
５
つ
の
特

別
委
員
会
に
上
げ
、
当
組
合
の
実
施
す
る
方
向
性
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
内
容
を
補
足
実
行
す
る
た
め
、青
年
部
（
50
名
）、菜
の
花
女
将
会
（
40
名
）

を
運
営
し
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
補
助
を
得
て
、
青
年
部
、
女
将
会
の
活
性
化
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
今
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
補
助
を
得
て
「
成
田

空
港
を
観
光
資
源
と
し
た
外
国
人
宿
泊
客
受
入
事
業
」
及
び
、
日
本
観
光
協
会
の
補
助
を
得

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
事
業
で

は
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
生
60
名
を
募
集
、
当
組
合
の
旅
館
ホ
テ
ル
に
て
2
泊
3
日
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、来
年
度
の
国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、花
い
っ

ぱ
い
運
動
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
必
要
経
費
を

捻
出
す
べ
く
、
森
田
知
事
が
長
を
務
め
る
「
ゆ
め
半
島

千
葉
大
会
募
金
推
進
委
員

会
（
千
葉
県
商
工
会
議
所

実
行
機
関
）」
の
委
員
と
し

て
企
業
、
団
体
、
個
人
か

ら
の
募
金
活
動
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
本
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
募
金

協
力
（
法
人
の
場
合
損
金

算
入
可
）し
て
下
さ
る
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第5号

詳細は
「千葉のお宿」参照
http://www.yado.or.jp/
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組
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〕

　
　

所
在
地　

船
橋
市
高
瀬
町
62
番
２

　
　

設　

立　

昭
和
52
年
12
月

　
　

理
事
長　

飯
ケ
谷　

岐
美
夫

　
　

組
合
員　

29
名

　
　

出
資
額　

３
０
９
０
万
円

　
　

敷　

地　

６
８
、８
９
３
㎡
（
１
８
、４
０
０
坪
）

　
　

施　

設　

倉
庫
棟
10
棟
、
組
合
会
館
、
Ｓ
Ｓ
、

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
他

　
　

事　

業　

共
同
施
設
事
業
、
転
貸
融
資
事
業

　

当
組
合
は
、
都
市
過
密
化
の
進
展
に
よ
り
立
地
的
制
約
を
受
け
て
い
る

中
小
企
業
の
総
合
的
な
環
境
整
備
と
、
卸
売
業
の
集
積
に
よ
る
経
営
力
の

向
上
を
図
る
た
め
、
昭
和
53
年
度
に
卸
団
地
を
建
設
。
平
成
２
年
度
の
第

３
次
補
完
事
業
実
施
に
よ
り
首
都
圏
流
通
の
核
と
な
る
卸
団
地
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

団
地
は
東
京
か
ら
20
㎞
圏
の
首
都
圏
東
部
に
立
地
し
、
前
面
に
京
葉
港

を
望
み
、周
辺
は
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、冷
凍
食
品
加
工
基
地
、冷
蔵
庫
団
地
、

印
刷
セ
ン
タ
ー
、
自
動
車
整
備
団
地
等
に
囲
ま
れ
、
後
方
に
は
東
京
湾
岸

道
路
、
京
葉
道
路
、
東
関
東
自
動
車
道
路
等
が
あ
り
、
首
都
圏
京
葉
地
帯

の
中
心
的
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

更
に
、
平
成
23
年
度
に
は
団
地
に
近
接
す
る
東
関
東
自
動
車
道
に
「
谷

津
船
橋
Ｉ
Ｃ
」
が
新
設
さ
れ
、
県
道
船
橋
我
孫
子
線
の
４
車
線
化
と
合
わ

せ
益
々
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
業
種
は
、機
械
器
具
、食
糧・飲
料
、日
用
雑
貨
、事
務
機
文
具
、

農
林
・
水
産
物
等
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
人
口
60
万
人
の
船
橋
市
に
お
い
て

物
流
の
一
大
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
組
織
に
総
務
委
員
会
、
金
融
事
業
委
員
会
、
共
同
事
業
委

員
会
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
を
置
き
、
組
合
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
他
、
青
年
部
か
ら
発
展
し

た
後
継
者
・
会
社
幹
部
職
員

で
組
織
す
る
会
（
名
称
：
Ｆ

Ｏ
Ｃ
）
を
中
心
に
夏
祭
り
等

団
地
内
の
親
睦
事
業
、
環
境

事
業
、
研
修
事
業
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
組
合
を
取
巻
く
経

済
環
境
・
立
地
環
境
等
に
対

応
し
、
一
層
発
展
し
て
い
く
た

め
、
再
整
備
計
画
の
立
案
・
実

施
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
行

政
・
関
係
者
の
方
々
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

組合事務研修会
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千
葉
県
ク
レ
ー
ン
建
設
重
機
協
同
組
合　
　
　

事
務
局
長　

渡
辺　

和
俊

　

千
葉
市
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　

事
業
協
同
組
合

事
務
局
長　

平
井　

亜
里

設立許可書

　

千
葉
県
電
気
工
事
工
業
組
合　
　
　

事
務
局
長　

鈴
木　

康
夫

１
．
沿
革

　

当
組
合
は
、
昭
和
40
年
に
設
立
さ
れ
、
44
年
の
歴
史
を
持
つ
商
工
組
合
で
す
。
設
立
時
の

状
況
を
顧
み
ま
す
と
、
戦
後
の
混
乱
が
収
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
20
年
代
後
半
に
、
県
内
各

地
に
電
気
工
事
業
者
の
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
30
年
に
は
、
そ
れ
ら
の
協
同
組
合
が

大
同
団
結
し
て
千
葉
県
電
気
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中

団
法
が
昭
和
33
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
昭
和
40
年
に
工
業
組
合
の
設
立
が
認
可
さ

れ
た
も
の
で
す
。
各
地
の
協
同
組
合
は
現
在
、
工
業
組
合
の
支
部
と
な
り
、
県
内
に
16
支
部

が
あ
り
ま
す
。

２
．
組
合
員
数

　

電
気
工
事
業
界
は
中
小
企
業
者
が
多
く
、
昭
和
40
年
設
立
時
の
組
合
員
数
は
６
６
３
名

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
47
年
度
に
は
３
９
５
名
の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
45
年
に
電
気

設
備
の
保
安
を
確
保
す
る
た
め
「
電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：

電
気
工
事
業
法
）
が
制
定
さ
れ
、
電
気
工
事
業
の
登
録
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
組
合
は
県
に

協
力
し
て
業
法
登
録
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
規
登
録
者
に
組
合
加
入
を
推
奨
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
６
年
度
に
は
組
合
員
数
１
、８
６
９
名
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
徐
々

に
減
り
続
け
、
現
在
は
１
、４
８
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
Ｋ
職
場
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
な

ど
後
継
者
不
足
は
否
め
ず
、
高
齢
化
に
伴
う
廃
業
が
主
た
る
減
少
要
因
で
す
。

３
．
事
業

　

組
合
が
実
施
し
て
い
る
事
業
と
し
て
は
、

　

①　

�

東
京
電
力
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
電
気
設
備
の
改
修
を
行
う
住
宅
電
気
工
事
セ
ン
タ
ー

　

②　

�

建
物
新
築
・
増
改
築
時
に
、
電
気
設
備
が
保
安
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
確
認
す

る
竣
工
調
査
業
務

　

③　

県
よ
り
委
託
さ
れ
た
電
気
工
事
士
免
状
交
付
事
務

　

④　

�

第
一
種
電
気
工
事
士
に
５
年
ご
と
に
受
講
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
定
期
講
習
業
務

　

⑤　

そ
の
他
、
電
気
工
事
に
関
す
る
各
種
講
習
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
電
気
工
事
士
免
状
交
付
事
務
は
、

「
民
に
出
来
る
も
の
は
民
に
」
を
全
国
で
最
初
に

取
り
入
れ
た
千
葉
県
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し

て
い
る
事
業
で
、
そ
れ
ま
で
県
庁
に
行
っ
て
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
組
合

16
支
部
で
も
申
請
受
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

利
用
者
の
便
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

賦
課
金
収
入
で
は
賄
い
き
れ
な
い
の
が
実
情

で
す
が
、
事
業

収
入
で
不
足
分

を
補
っ
て
、
賦

課
金
の
値
上
げ

を
防
い
で
い
ま

す
。

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　

千
葉
市
中
央
区
椿
森
１
丁
目
22
番
15
号

　
　

設　

立　

昭
和
54
年
２
月
９
日

　
　

理
事
長　

大
木　

克
夫

　
　

組
合
員　

41
社
（
出
資
金
４
１
０
万
円
）

　
　

事　

業　

�

建
設
重
機
の
貸
与
、
斡
旋
・
金
融
事
業
・
教
育
情
報
事
業
・
福
利
厚

生
事
業
・
共
同
購
買
事
業

　

加
入
団
体　
（
社
）
全
国
ク
レ
ー
ン
建
設
業
協
会
・
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

　

千
葉
県
ク
レ
ー
ン
建
設
重
機
協
同
組
合
は
昭
和
54
年
２
月
に
「
移
動
式
ク
レ
ー
ン
」

に
て
揚
重
業
を
経
営
す
る
千
葉
県
の
区
域
63
組
合
員
に
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
と
し
て
、「
移
動
式
ク
レ
ー
ン
」に
て
建
設
工
事
、土
木
工
事
、製
造
業
の
建
設
工
事
、

定
期
修
理
工
事
、
橋
梁
の
工
事
等
に
お
い
て
工
事
を
施
工
す
る
専
門
建
設
業
で
、
現
在

の
建
設
工
事
に
は
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
ピ
ー
ク
時
（
平
成
６
～
７
年
）
68
組
合
員
と
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後
建

設
工
事
の
減
少
に
伴
い
、
組
合
員
の
退
会
が
増
え
、
設
立
時
の
半
数
近
く
の
38
組
合
員

ま
で
減
少
し
、
組
合
発
足
以
来
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た
。　

　

組
合
員
の
減
少
と
と
も
に
組
合
の
活
力
が
低
下
し
、
理
事
会
に
て
組
合
の
活
性
化
・

組
合
員
増
員
対
策
に
取
組
み
、
平
成
16
年
４
月
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
「
人
材
確
保

推
進
事
業
」
の
適
用
を
受
け
優
良
従
業
員
表
彰
制
度
、
モ
デ
ル
就
業
規
則
・
モ
デ
ル
賃

金
規
定
、
新
聞
に
よ
る
組
合
広
告
等
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
18
年
よ
り
青

年
部
が
発
足
し
「
若
年
経
営
者
の
育
成
」・「
組
合
組
織
の
活
性
化
」
を
目
的
と
し
、
経

営
問
題
、
情
報
交
換
等
研
修
会
、
若
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
育
成
・
定
着
等
組
合
の
活
性

化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
活
動
と
し
て
、
平
成
18
年
よ
り
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
青
年

部
研
究
会
事
業
（
中
央
会
助
成
事
業
）
に
て
研
修
会
を
平
成
21
年
ま
で
計
７
回
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、「
新
会
社
法
に
つ
い
て
」

「
自
分
の
会
社
の
数
字
を
知
ろ
う
」（
公

認
会
計
士
）「
ク
レ
ー
ン
業
界
の
現
状
」

「
特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請
電
子
申

請
」（
国
交
省
関
東
整
備
局
）
等
身
近

の
問
題
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
・
講
習

会
に
て
若
手
経
営
者
の
育
成
と
、
組

合
員
企
業
の
省
力
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
の
問
題
点
と
し
て
は
多
数
あ

り
ま
す
が
こ
の
う
ち
青
年
部
を
主
体

と
し
た
活
動
、労
働
災
害
に
対
す
る
安

全
教
育
の
徹
底
、
若
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
育
成
・
定
着
、
法
令
順
守
を
主
題
と

し
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
組
合
員
企
業

の
発
展
に
努
め
て
ゆ
く
次
第
で
す
。

　

当
組
合
は
、
平
成
６
年
に
市
内
15
社
の
許
可
業
者
が
業
界
を
取
り
巻

く
社
会・経
済
環
境
の
変
化
に
一
致
団
結
し
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、徐
々

に
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
廃
棄
物
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
業
界

内
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
協
力
会
」
を

母
体
と
な
り
、平
成
７
年
に
は
、協
力
会
の
更
な
る
信
用
補
完
を
目
指
し
、

協
力
会
を
法
人
化
す
る
事
が
決
定
し
、
翌
平
成
８
年
４
月
に
「
千
葉
市

一
般
廃
棄
物
処
理
業
協
同
組
合
」
と
し
て
設
立
さ
れ
、
設
立
10
年
を
経

過
し
た
平
成
18
年
10
月
に
は
、
多
数
の
関
係
者
に
ご
参
集
頂
き
、
盛
大

に
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
19
年
１
月
に
は
、
本
組
合
を
取
り
巻
く
経
済
・
社
会

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、「
千
葉
市
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協

同
組
合
」
に
名
称
変
更
を
行
い
、
設
立
当
初
は
22
名
だ
っ
た
組
合
員
も
、

現
在
で
は
正
会
員
31
名
、
賛
助
会
員
12
名
と
多
く
の
許
可
業
者
及
び
関

連
業
種
が
加
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
組
合
の
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
は
、
共
同
購
買
事
業
と
受
注
斡
旋
事

業
が
挙
げ
ら
れ
、
共
同
購
買
事
業
で
は
、
組
合
員
が
販
売
す
る
指
定
袋

や
一
般
廃
棄
物
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
共
同
購
買
、
食
廃
油
の
共
同
回
収
、
機

密
文
書
処
理
事
業
、
軽
油
購
買
事
業
、
布
団
等
布
類
の
共
同
回
収
及
び

販
売
、
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
事
業
と
、
組
合
員
並
び
に
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
展
開
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

受
注
斡
旋
事
業
で
は
、
事
業
所
並
び
に
一
般
家
庭
か
ら
出
る
廃
棄
物

に
つ
い
て
、
適
正
処
理
方
法
や
金
額
等
の
ご
紹
介
を
し
て
お
り
ま
す
。
地

球
環
境
保
全
へ
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
廃
棄
物
に
関
係
す
る
法
令
も
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
中
で
、「
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
お
客
様
の
立

場
に
な
っ
て
、
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
事
務
局
一
丸

と
な
っ
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
廃
棄
物
は
、
排
出
元
が

「
事
業
所
」
か
「
一
般
家
庭
」
か
に
よ
っ
て
、
同
じ
廃
棄
物
で
も
、「
一
般

廃
棄
物
」
ま
た
は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
区
分
が
異
な
り
、
処
分
先
（
処

分
方
法
）、
金
額
等
も
大
き
く
違
う
と
い
う
複
雑
な
一
面
も
あ
り
、
お
客

様
に
「
廃
棄
物
」
を
よ
り
一
層
ご
理

解
い
た
だ
け
る
様
、
組
合
員
並
び
に

事
務
局
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
可
燃
ご
み
、
不

燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
廃
家
電
、
缶
、

瓶
、
紙
類
等
々
廃
棄
物
に
つ
い
て
の

ご
質
問
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
一
度
、
ご
連
絡
下
さ

い
。
社
会
に
貢
献
し
、
か
つ
業
界
の

発
展
に
尽
力
し
な
が
ら
、
努
力
を
重

ね
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と

も
、宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

増　減
（右目盛り）

組合員数
（左目盛り）

平成6年
1,869名

組
合
員
数

各
年
度
の
増
減

35

5

5

5

5

3

－

－


